


















































































時点 t 0 において、将来の時点 t 1 以降、財政支出を恒久的に増加することがアナウンスされた）場
合の体系の変化は、図２に描かれている。
　この場合、時点 t 1 以降に を示す曲線が財政支出の増加と同じだけ下方にシフトすること
を消費者は時点 t 0 において知っていることになる。合理的な消費者は、時点 t 1 になるまで定常解
SSにとどまり、時点 t 1 に新たな定常解NSSへジャンプするといった行動はとらない。なぜなら、そ









　合理的な消費の経路は次のようになる。時点 t 0 において将来の財政支出の増加（増税による消
費の低下）という新たな情報のもたらすサプライズにより、消費の下方への若干のジャンプが発
生するが、その後は時点 t 1 以降に実現する新たな定常解NSSに向かって、消費が徐々に下方へと調
整される。財政支出の増加する前から消費水準の低下が始まるので、財市場に超過供給が発生し、
実質利子率が低下して資本ストックが増加する。実際に財政支出の増加する時点 t 1 以降になると、
こんどは財市場に超過需要が発生して実質利子率が上昇し、資本ストックが減少し始め、この動き
は新たな定常解NSSに達するまで続く。以上をまとめると、経済は時点 t 0 に定常解SSから少し下方
のV点へジャンプし、時点 t 0 から時点 t 1 の間は、財政支出の変化前の位相図（図１）における発散
経路にいったん乗り、時点 t 1 において新たな定常解NSSへ収束する経路に達する（VからWへの動





　次に、財政支出 G の予期された一時的な増加のあった（時点 t 0 において、将来の時点 t 1 から時
点 t 2 までの間、財政支出を増加することがアナウンスされた）場合については、図３に描かれて











の長鎖線）、時点 t 2 においてもとに戻ることとなる。消費者はこの情報を時点 t 0 においてはじめて
得ることになるため、時点 t 0 に消費は少し下方にジャンプする（SSからVへの動き）。時点 t 0 から
時点 t 1 までの間は、消費者が将来の増税に備えて徐々に消費を減らすため、経済はいったん発散





































ただし GL は G の変化前の値である。c
＊と k＊ は（７）と（８）で G＝GL と置いて得られる、













の異符号の解であり、μ1 < 0 <μ2 とする。
　一般解（14）と（15）を用いて経済の動きを描写するためには、定数 h 1 および h 2 を特定する必
要がある。そのための条件は解が発散しないこと、そして財政支出の増加する情報の得られる時
点 t 0 において、資本ストックは瞬時に動かせないこと（ k ( t 0 )＝k
＊）である。
　解の発散しないためには、μ2 が正の数であるから、h 2 を次のように設定する。
　（17）





　財政支出 G については、時点 t 0 以前は将来の財政支出の変化が予期されていないこと、そして
時点 t 0 以後は将来の財政支出の変化が予期されていることから、次のように定義される。
のとき　　 　（21a）
のとき　　 　（21b）








①　t < t 0 のとき
　この局面では、まだ将来の財政支出の変化は予期されていない。財政支出の定義（21a）より、
どの時点においても G (s)＝GL であるから、消費のダイナミックスを示す（19）に代入すれば、
　（22）
となることが確認できる。









　関数φ(t) は次の性質を持っている。第１に GL < GH 、μ1 < 0 < μ2 、t 1 < t 2 より、φ(t) < 0 となるこ
とは明らかであろう。












関数εが０と１の間の値をとること、および GL < GH 、μ1 < 0 < μ2 、t 0 ≤ t < t 1 から（28）より、
　（29）
が言える。このことは、消費の減少が財政支出の変化分より少ないことを示している。
　第３に（25）から容易に確認できるように、GL < GH 、μ1 < 0 < μ2 、t 0 ≤ t < t 1 < t 2 のもとで、
　（30）
　（31）
となることが言える（等号成立は t = t 0 のとき）。
　関数φ(t) の性質と（24）から、消費 c の動きについて次のことが言える。消費は時点 t 0 において
下方にジャンプし、その後次第に減少するが、低下幅は財政支出の増加分 GH－GL よりも少ない。










　関数λ(t) は、次のような性質を持っている。第１に GL < GH 、t 1 ≤ t < t 2 そしてμ1 < 0 < μ2 より、















となり、消費の経路は時点 t 1 において滑らかにつながることが分かる。
　第３に（37）と（30）からλ′(t1)＝φ′(t1) < 0 となるが、（36）を t で微分して を計算すると、





が言える。いっぽう（36）より GL < GH 、t 1 < t 2 および μ1 < 0 < μ2 のもとで、
（39）
となる。λ′(t)は連続関数であるから、以上のことは、t 1 とt 2 の間のある時点においてλ′（t）が０の値
をとる（λ（t） が最小になる）ことを示している。以下ではこの時点を t = t min と呼ぶことにしよう。
　第４に、時点 t min において となることから（36）より、次が言える。
　（40）




時点 t min はt 1 とt 2 の間にあるから（41）と（33）により、
　（42）
となる。消費の減少は、最も大きいときでも、財政支出の増加分より少なくなる。










　関数ω(t) は、次のような性質を持っている。第１に GL < GH 、t 1 < t 2 、μ1 < 0 < μ2 であることから、
ω(t) < 0 となることが分かる。
　第２に（45）と関数λ(t) の定義式（34）から容易に確認できるように、次が言える。
　（46）







となり、時点 t 2 において消費の経路は滑らかにつながる。
　第５にμ1 < 0 であるから、（45）より次が成り立つ。
　（50）
消費は最終的にもとの定常解 c*  に収束する。
　以上の分析から、消費のダイナミックスについて次のことが言える。消費は、財政支出が実際に












　資本ストック k については、財政支出が増加するという情報の得られる時点 t 0 では、直ちに調整
ができないので不変であるが、その後の消費の減少に伴って増加し、財政支出の実際に増える時
点 t 1 以降は減少に転じ、さらに財政出のもとに戻る時点 t 2 以降は再び増加する、といった循環的
な動きを示す。以下、３つの局面に分けて記述する。












　関数α(t) は、次の性質を持っている。第１にα( t 0 )＝ 0 である。第２に GL < GH 、μ1 < 0 < μ2 、
図４　消費のダイナミックス
－ 62 －
t 1 < t 2 より、t 0 ≤ t においてα(t) ≥ 0 である（等号成立は t = t 0 のときのみ）。第３に（56）から容易に
確認できるように、
　（57）
であるから、t 0 ≤ t においてα(t) は単調増加である。第４にα(t) の t に関する二階微分は、次のよう
になる。
　（58）
μ1 と μ2 が方程式（16）の解であることから、μ1 + μ2 ＝βとなるから、
　（59）
となる。（59）を（58）の中括弧のなかのμ2
2 に代入し、μ1 < 0 < μ2 とβ> 0 に注意すれば、（58）の
右辺の符号が正になることを容易に示すことができる。したがって t 0 ≤ t においてα(t) は、時間と
ともに逓増的に増加する。
　関数α(t) の性質と（55）から、この時期における資本ストック k の動きについて次のことが言え
る。資本は財政支出の増加のアナウンスされた時点では、定常均衡値 k＊にとどまっている。その
後消費の減少に伴って、資本は逓増的に増加する。

















となり、GL < GH 、t 0 < t 1 、μ1 < 0 < μ2 より、関数σ(t) は単調減少である。






に財政支出の増加する時点 t 1 以降、資本は減少し（これは消費の減少が財政支出の増加ほど大き
くないので財市場に超過需要が発生するからである）、消費の最小となる時点 t min において、もと
の定常値  k＊に回帰し、財政支出の増加の解除される t 2 まで、さらに減少を続ける。







　関数η(t) は、次のような性格を持っている。第１に GL < GH 、μ1 < 0 < μ2 および t 1 < t 2 より、
－ 64 －










　関数η(t) の性質から、資本 k の動きは次のようになる。財政支出の増加が解除された直後より、











　ただし時点 t 1 から時点 t 2 については、関数σ(t) の二階微係数の符号が明確でないので、直線で
およその動きだけ示してある。関数σ(t) は負の傾き、関数α(t) と関数η(t) は正の傾きを持つので、
資本 k は連続的ではあるが滑らかには変化しない。
　資本ストックの動きについて特徴的なことは、第１に、財政支出の将来の増加がアナウンスされ




















t 2 → ∞と置けばよい。以下、順に見ることにしよう。






　（77）の右辺を t に関して微分することにより、GL < GH 、t 0 ≤ t < t 1 、μ1 < 0 < μ2 のもとで、
　（79）
が得られる（等号成立は t = t 0 のときのみ）。（79）の右辺をさらに t に関して微分することにより、
容易にφ″(t) < 0 になることを確認できる。
ⅱ　t 1 ≤ t のときの消費については、関数λの定義（34）より、
　　　　　　　　　　　 　（80）
となる。時点 t 1 における関数λの値は、次のようになる。
　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 　（81）
　（77）の右辺の t に t 1 を代入して若干の変形を施せば、 となることを確認できる。







となるが、GL < GH 、t 0 < t 1 、μ1 < 0 < μ2 であることから、 が言える。また（82）によれば、
時点t 1 における関数λの微係数は次のようになる。
　（83）
　（79）の右辺の t に t 1 を代入すれば λ′(t1) ＝ φ′(t1) を確認できる。すなわち関数λと関数φは時





　（85）と（33）より、時点 t 1 以降も消費は減少を続け、c*－( GH－GL ) に漸近する。
　以上の分析から、消費のダイナミックスを描くと、図７のようになる。
　次に資本ストックのダイナミックスについてみよう。
ⅰ　t 0 ≤ t < t 1 のときの資本については関数α(t) の定義（56）より、
　（86）
が言えるから、GL < GH 、t 0 ≤ t 、μ1 < 0 < μ2 であることから、
　（87）
となることが分かる（等号成立は t ＝ t 0 のとき）。





となるが、（59）を用いると GL < GH 、t 0 ≤ t 、μ1 < 0 < μ2 、β> 0 のもとで、
（89）
となることが確認できる。すなわち資本は、この局面において逓増的に単調増加する。
ⅱ　t 1 ≤ t のときの資本については、関数σ(t) の定義（62）より、
　（90）
となる。（90）右辺の t へ t 1 を代入すれば、（86）の右辺により、次が確認できる。
　（91）
　関数σ(t) の導関数については（90）の右辺より、GL < GH 、t 0 < t 1 、μ1 < 0 < μ2 のもとで、
　（92）
となることが分かる。（92）の右辺からσ″(t) > 0 となることも容易に確認できる。最後に（90）の
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３） この点については、財政支出の増加される時点 t 1 における関数λの値（35）が、財政支出の増加の解除さ
れる時点 t 2 の減少関数になっていることから確認できる。
